
資料３－１  

 

 東側外構整備について（報告）  

 

１  意見交換会の実施  

 日  時：平成 28 年８月 31 日（水）午後７時から午後９時まで  

 出席者：早川委員、村井委員、藻谷委員、木村委員、千綿委員、高石委員  

議  事：現場確認、東側の植栽について意見交換  

 

 主な意見  

 ・武蔵野市の雑木林を構成する低木層のなかでは、ガマズミ、カマツカ、

ムラサキシキブ、サワフタギなどがよいのでは。アジサイ系統ではタマ

アジサイもよいと思う。  

・南側のコンクリート壁面の手前には、現クリーンセンター側にあるヤブ

ツバキを移植してはどうか。  

 ・提案にあるフイリノシランは関西に多く生息している樹種のようだ。武

蔵野市固有の樹種とは乖離があるのでは。  

・一年中葉や花が見られるようにするのか、冬はなにもなく、春から秋に

かけてだけ、咲くようにするのか。方向性によって選ぶ樹種も異なると

思う。  

・一年中花や実がなるのも楽しいが、冬に葉も実もなくなってしまうのも、

それはそれで楽しい。枯れ木も美しいものだし、春先に芽吹いていくの

も楽しいものだ。  

・ムササキシキブとかガマズミとか、実がなると子どもたちも楽しいし、

一年中見ていると、どうやって実になるのかとか、時には、実をもらっ

たりして、楽しいもの。  

・クリーンセンター周辺の植え込みはクマザサが多いので、植え込みにク

マザサを植えてはどうか。  

・モミジを連続的に植えてはどうか。紅葉がきれいだ。  

・クチナシなど、香りがある植物を出入り口付近に植えてはどうか。  

・植え込みの端は立上りがないと、自転車が通ったりして、植栽が傷んで

しまう。  

・現クリーンセンターにあった藤棚の子孫は煙突付近に植えたらどうか。 

・元々バラ園があったので、バラを植えてはどうか。  

 

 



２  意見のとりまとめ  

  村井委員により、協議会委員意見をとりまとめたプランをご提案いただ

いた。  

 

 

 

３  今後のスケジュール  

○現在  

コスト、ご提案樹種の入手可能性等を事業者が確認中。（今月中）  

 ○ 10 月１～２週  

第２回意見交換会を開催。事務局より修正案のご提案。  

（必要に応じて、再調整）  

○ 10 月末  

東側外構計画確定  

 

 

 

 

 

 



資料３－２  

 

 事業者提案サービスについて（報告）  

 

１  作業部会の開催  

 日  時：平成 28 年８月 23 日（火）午後７時から午後９時まで  

 出席者：小澤会長、早川委員、高橋（豊）委員、村井委員、塩澤委員、藻

谷委員、木村委員、興梠委員、千綿委員、平田委員、山崎委員、

越智委員、島森委員、新垣委員  

 

(1)  事業者提案内容説明（荏原環境プラント株式会社）  

  ・ムーコンシェルの役割  

  ・コミュニティスペースの活用（エコマルシェ、 OPEN HARVEST）  

   ・交流や発表、学習などの場づくりについて（ペチャクチャナイト、

アップサイクル、リサイクルガーデン、出張授業）  

(2)  リサイクルガーデンワークショップ実施報告  

(3)  意見交換  

  主な意見  

・ムーコンシェルに専門性、プロ意識が不足しているのでは。  

・市民サービス・イベント等の予算、人員体制は足りているのか。屋上

の安全管理等に問題はないのか。  

・運営協議会とはどのように関わっていくのか。これまで情報提供がな

い。  

・施設・周辺整備協議会への情報提供が不足している。  

・施設・周辺整備協議会や地元と目標を共有する必要がある。  

・地域の情報をもっと知るべき。地域とどのように関わっていくのか。 

・ＤＢＯに環境教育・啓発等が含まれることについて、不安である。  

・イベント等の効果はどのように測定するのか。  

・エコプラザ（仮称）との連携はどのように行うのか。  

・今後のエコプラザ（仮称）検討において、事業者提案との連携も考え

る必要があるのか。  

・アップサイクルに関しては、新工場棟でパイロット的にワークショッ

プを積み重ね、エコプラザ（仮称）に活かしていけばよいのでは。  

・見学者コースでのクリーンセンターの歴史の紹介や屋上での取り組み

を紹介してはどうか。  

・新しい取り組みを求めすぎず、将来陳腐化しない取り組みを考えるべ



き。  

・市民、事業者、市の三角関係をきちんと築いてほしい。  

・現状の検討状況も報告してほしい。  

 

２  課題の整理  

 ・市と事業者の関係・役割分担  

 ・事業者の予算・運営体制  

・ムーコンシェルへの情報提供（地域の情報等）  

 ・運営協議会、施設・周辺整備協議会等への情報提供  

 ・環境教育の専門的見地からの検討  

 ・地域との連携  

 ・地域との目標・目的の共有化  

 ・エコプラザ（仮称）との連携  

 

３  今後について  

(1)  ベジタブルガーデン（生ごみ堆肥を活用した屋上菜園）  

・クリーンむさしのを推進する会との打合せを継続中。  

 ・菜園やコンポスターの見学をさせていただいている。  

 ・コンポスターの製作に向け、サイズや個数、設置位置等の調整を

進めている。  

 ・屋上で使用する軽量土壌をご提供し、今後ぐっどうぃる境南の屋

上で実験を行う。  

 ・菜園の運営について、今後検討を進める。  

 

検討状況を適宜協議会でご報告  

  

(2)  事業者提案サービス等意見交換会（ご提案）  

第１回  市と事業者の関係、役割分担について  

事業者の予算、運営体制について   

イベント等開催に向けた実施体制のご提案  

  

(3)  地域とのつながり  

 コミュニティカフェ訪問  

 10 月４日（火）午後１時 30 分～  散歩の会  

 10 月９日（日）「クリーンセンターとあそぶ」サポート  


